
8 季刊誌 オレンジ vol.32季刊誌 オレンジ vol.32 下関リハビリテーション病院 下関リハビリテーション病院

季
刊

誌
 オ

レ
ン

ジ
 v

o
l.3

2
下

関
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

医療連携室より

.
o

.

vol.32
2021.7

Summer

下 リハビリテーション

に り い 、 と に

S h i m o n o s e k i  R e h a b i l i t a t i o n  H o s p i t a l

ン

C O N T E N T S

医療連携室より

セス 法

下 より 分

ン ン ス より １分

ー ン ラ
下

下 リハビリ
テーション学

の

の から

の右
できません。

下 リハビリテーション

口

renkei@shimoreha.jp

TEL : 083-232-5811

えている やお み、 の りましたら、お に ください。
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表紙の写真　　 いきいき健康館の入口につばめが巣をかけました。
　 ス 下の「かくれ 」

　 上 り の り み

 を しました

5P に う 来 療 に いて

 科学 学 ー ン ンパス

 自宅で出来る簡単体操

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

口を 当しています口を 当しています

２階病棟相談窓口
医療ソーシャルワーカー

  髙田 七海
たかだ　　　ななみ

出 下

つばめ
（撮影者：松村 憲章 様）

　 から しい

えましたので、

します！

主
任
　
上
野
純
子

に いて



の に っている も り

ますので、 を めて を

ましょう。

　 の き くても に 分

を してください。 して より

にも 分に を

ること です。嚥下

しい 、 リー の

飲 ト の る飲 を

するのも の 法で

す。また、 しや

すく 分 われ です。 前

後に 分を し、 を 下

　 を こすと、 く り、

（ のかたまり） できやすく

ります。 や の に

まると、 や を しま

す。また、 によって体 の

の ランス れると、 に

をきたします。 の 、 や

の れること ります。

これを「せん 」といい、

で こる「せん 」 されにく

いの です。「せん 」

をさらに させ に わる に

る ります。 の 、

いてからの で 、 に

にする の をし、 をし

いようにする の も です。

に、 を っている 、

りの 、

されること です。また、

でも に いている

と、体 整の を てること

られています。 に を

うのもお めです。

　 、 しい 分 で

に こと できます。体の 上、

に りやすいことを

し、 自 また の

、 の に をお

いた 分 を ましょう。

ス 下の「かくれ 」

　 ス の

として ス かせ い 下

に ります 、 の の さの

での ス の 、 の に

べて体 を引き こす

まります。

　 ス を していると、口

こもりやすく っています。

また、 ス を している

で 、口 の （

ス の 上 ってい

ることで の きを

らく る） に り、 の

、 に の きに き らい

のため ら いう に

んでしまい、 に ってしまう

リス も く ると えられます。

　 ス を して い いという

いも り、 か いう に 分

を てしまういこと

も を させると

えられます。

スと

の に いて（ と ）

りに る に！

前に 分 し に

めること です！

の分 と 法

学 平 「 に する緊 言」より

ス の として

ス は かせない に ります。

ス の かくれ に に き

を さない とが です。

　林 

また、 ス を している

ることで の きを

も を させると

えられます。

ス に

こもる

分

 軽

めまい、 くらみ

（こ ら返り、 る）

こ ら返り

、 の

手 のしびれ

し

し

し（平 ）

しい し にさせる

体の を やす

分と 分 を う

吐き 、 吐

体 だるい、 れ

体に ら い

や の 下

体 ～

を する る

しい し にさせる

体のを やす

分 分と 分の を う

の に え

いれん

（ っす に れ い）

体

、 の （ による）

しい させる

体 、体 、呼吸 理

を

分を自 で でき い で

ったり、 に られ い

、 による です。

 

 

  法

ん

ス をして しい を

し い

分 こまめに う

体を やす
（ の ス を ）

ーシ ス ンスを

し、 いとこ

で ス を す

1
ポ
イント

2ポ
イント

3ポ
イント

4ポ
イント

　 によって 体の

分 ります。いず

れの で ったとしても

と の 、 の

しておくこと

です。
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上 り の り み を しました

　当 で 毎 、 から食 で

上 り を実施して

います。最 実施回数 回ま

でとし、 と ンスに わ

せて りを繰り返します。

　 と る 、 上

りに から 生活

を自 されている まで、 く

していただいています。

　ス ッ き い、 上

りを うので、 しい 上 り

法もお えしています。 い

回数からの も しており、

ス ッ 、 体と り

回 に て り上 り ら

実施しています。

　 の 上 めます。

く る で、 上

り してできるように

り、 した の の

に ります。毎 しでも

する で体 の 上も期

できます。

の の 「 の 」

を にしてください。

上 りの

３ を に り りの

を 上 り

に した ー と の

ー とで、 数の を べ

てみました。 のように し

た ー の い 数

められました。この から、

のリハビリと自主ト ー ン

の 上 り を

実施する で、より 体 の

上 期 できるといえます。

　当 で 後も自宅で

上 り を実施できるよう

に、 上 りの 法、

上 り回数 の

をしています。

から

のこわ り

倒

ずれ

くらみ

たきり

スト ス

れ、

飲み み

ー

12
の
効
果

『集団立ち上がり訓練』参加者に感想を伺いました

立ち上がり訓練に参加したのはいつからですか？
きっかけはありましたか？

『集団立ち上がり訓練』参加者に感想を伺いました

４月２日に入院、４月５日から参加しました。
きっかけは、スタッフの方が誘いに来てくだ
さったので参加しました。

立ち上がり訓練に参加した結果、身体の変化など
何か実感はありますか？

腰の調子が良くなり、足腰が強くなって筋肉がつ
きました。毎日回数を記録して、管理する事が楽
しみになっていました。
そのうち、より良い立ち上がり（背中を伸ばすな
ど）を考えるようになりました。

立ち上がり訓練に参加して
良かったですか？

コロナの影響で部屋に居る事が
多くなっていましたが、立ち上が
り訓練時に他の患者さんの頑張る
姿を見かけることができ、励まし
合う友達も増えました。隣の方が
多い回数をしていたら”負けまい”
と競い、結果自身の励みとなりま
した。

PT 福田さんはよく冗談を言って
楽しませてくれました。そして
リハビリは厳しくきちんと教え
てくれました。楽しかったです。

当院の印象を教えてください。

「病院＝静か」と思っていましたが、
下リハは最初、”うるさいくらい賑
やかだな”と思いました。
退院する頃は”明るく楽しい病院
で良かった、スタッフの皆さんと
も仲良くなった”と感じています。

担当職員はいかがでしたか？

口 毎 に

され、 や体 の

上 みられました。

され、 や体 の

理学療法   

に う 来 療 に いて

2021 年の祝日移動に伴い、 外来診療日が変更になります。 お間違えのないようお願い致します。

尚、 診療受付時間の変更はありません。

山の日

スポーツの日

海の日海の日

7月

8月

18
（日）

19
（月）

20
（火）

21
（水）

22
（木）

海
の
日

ス
ポ
ー
ツ
の
日

23
（金）

24
（土）

休診 通常
診療

通常
診療

通常
診療

通常
診療休診 休診

8
（日）

9
（月）

10
（火）

11
（水）

12
（木）

山
の
日

振
替
休
日

13
（金）

14
（土）

休診 休診 通常
診療

通常
診療

通常
診療

通常
診療

通常
診療

　この 、当 の り みに す

る を しました。

　 、 を め、パー

ン ン に する

療法や に するリ

ハビリテーション、 療法

実施前後の と って

います。

　 の 、 リハビリテーショ

ン、 療法 の に いて

も り んでいます。

　 でのやり り かと

の る です 、 の り

みをこうしてお すること

で、 に しでも していた

だきたいという いで させて

いただきました。

ー を み んでいただく

ことで、 より

いただ ます。 ください。

　更に職員教育に繋がるような動画も撮影し
役立つ機会も増やして行きたいと思います。

（ 出 いただいた から め を しております）
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/ / / /

自宅で出来る簡単体操 食べる前の準備体操

生活期リハビリテーション科

理学療法室

主任　林 修平

毎食前に１セット

実施（１～２分）してみ

てください。

実施（１～２分）してみ

やってみよう！

食べる前の準備体操をすることで、

頸部（首の部分）の緊張をとり、

嚥下（えんげ）をスムーズにします。

※嚥下…食物を飲み下すこと。

まず初めに、深呼吸  をして準備を整えます。

お腹に手を当て、鼻から吸ってゆっくり口から吐きましょう。（数回繰り返す）

最後に、深呼吸  をして終わります。

お腹に手を当て、鼻から吸ってゆっくり口から吐きましょう。（数回繰り返す）

首を回します

首を倒しましょう

肩を上げ下げします

両手を上げて、

軽く背伸びをしましょう

頬を膨らませたり

すぼめたりします

舌で左右の口角に触れましょう

舌を出したり、引いたりもしてみましょう

「パパパ ララララ カカカカ」と

ゆっくり言います

２～３回繰り返す

パパパ

カカカカ

ララララ
２～３回繰り返す

右 左

生活期リハビリテーション科

理学療法室

主任　
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表紙の写真　　 いきいき健康館の入口につばめが巣をかけました。表紙の写真　　 いきいき健康館の入口につばめが巣をかけました。
　 ス 下の「かくれ 」

　 上 り の り み

 を しました

5P に う 来 療 に いて

 科学 学 ー ン ンパス

 自宅で出来る簡単体操

手には技術、頭には知識、患者様には愛を基本理念

口を 当しています口を 当しています

２階病棟相談窓口
医療ソーシャルワーカー

  髙田 七海
たかだ　　　ななみ

出 下

口を 当しています口を 当しています口を 当しています

２階病棟相談窓口
医療

  髙田 七海
たかだ　　　ななみ

つばめ
（撮影者：松村 憲章 様）

　 から しい

えましたので、

します！します！
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に いて




